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TESTICULAR METASTASIS OF MULTIPLE  MYELOMA  : 
              A CASE REPORT
Yutaka KOBAYASHI, Shinichi HASHIMOTO, Shigemi TANAKA, 
   Shunji ISHIYAMA, Kentaro GoTO, Kazuhiko TozuKA 
               and Akihiko TOKUE 
       From the Department of Urology,Jichi Medical School 
                  Naohiro SHINOHARA 
       From the Departmentof Pathology, Jichi Medical School
   A 49-year-old man was admitted to our department with the complaint of right scrotal painless 
swelling in May 1986. The patient had been treated for multiple myeloma since November 1985. 
Right orchiectomy was performed under the diagnosis of malignant testicular tumor. The right 
scrotal mass was 5 x 7.5 x 3.5 cm in size. Histological dsagnosis was testicular metastasis of multiple 
myeloma. 
   Testicular metastasis of multiple myeloma is very rare and only 5 cases have been reported 
in the Japanese literature. The 6 cases including our case with testicular metastasis of multiple 
myeloma in Japan are reviewed. 
                                                      (Acta Urol. 35: 1617-1621, 1989) 














出現してきた.こ のため同年5月2日 血液内科 より紹
介 され 当科 を 受 診 した.
現 症:体 格 中等 度,栄 養 良 好,表 在 リンパ節 は 触
知せ ず,胸 腹 部 理 学 的 所 見に 異 常 な し.右 陰嚢 内容 は
超 鶏卵 大 に 腫 大 し,表 面不 整,弾 性 硬 で,可 動 性 は あ
り陰嚢 皮 膚 との 癒 着 は 認め ず,ま た 圧 痛,透 光 性 も認
め な い.左 陰 嚢 内 容,陰 嚢,前 立 腺 に は 異 常 は な い.
検査 成 績 血 液 検 査;RBC310×104mm3,WBC
4,300/mm3,Hb9.69/dl,Ht29.6%,血小板26.4×










X線 学 的 検 査:胸 部 単 純 撮 影,KUB,異 常 な し.
右 陰 嚢部 超 音 波 検 査:右 睾 丸に 一 致 して 不均 一 な エ




































性密に増生し睾丸全体 に浸潤 して お り,myeloma
cellの浸潤と診断された(Fig.3A,B).また精索に









放射線治療を行ない,さ らに同年5月 より γ一inter-











































































にtumorinvasionが出現 し,腎 不 全 とな り同 年11
月1日 呼 吸循 環 不 全 に て 死 亡 した.な お,1985年ll
月,当 院 血 液 内科 入 院 時 の 検 査 所 見(Tablel)で
は,血 清蛋 白分 画 に てM-proteinが認 め られ,免 疫
泳 動 検査 に てIgG-ktypeと同 定 され て い た.さ らに
骨髄 検査 に お い てplasmacellが52.6%認め られ
multiplemyelomaの診 断 の も と にmelphalan,
vincristine,carboquone,predonisoloneによる化
学療 法 を施 行 し,高 カ ル シ ウ ム血 症,腰 痛 な どの症 状





し,各 種 髄 外 病 巣へ 転 移す る もの と考 え られ て い る.
髄 外病 巣 へ の転 移 は 一般 に細 網 内皮 系 組 織 に 発生 しや
す く,肝 臓,脾 臓,リ ンパ節 が 多い と され て い る,わ
れ わ れ は,骨 髄 腫 の 睾 丸 転 移 の報 告 を 内 外 文 献 よ り38
例 を 集 計 しえ たが,33例 は 欧 米 に おけ る報 告 で あ り1-
!1).本 邦 の 報 告 例 は5例 の み で あ った(Table2)22-
26).し か しな が ら 「得L原 発 の骨 髄 腫 と して の症f列が6
例報 告 され て お りこ こで は 別 に扱 った,本 邦 に お け る
症 例 が 少 な い理 由 と して は,ア ズリカ,英 国 な ど欧 米
諸国 に 比 較 して骨 髄 腫 の 本 邦で の 発生 率 が 低 い こ とが
考 え られ る.
わ れ わ れ が 集 計 しえた 報 告 例 は,い ず れ も骨髄 腫 の
経 過 中 また は 死 後剖 検 に て 見 出 され た もの で あ り,
testicularinvolvement,metastasis,infiltrationの
記 載 の あ った もの をす べ て 睾 丸 転移 と して ま とめ た.
自験 例 を含 む39例に つ いて 臨 床 像 を 整理 す る と,つ ぎ
の よ うに な る,
発 症 年 齢 は,50歳 代 が最 も多 く15例で,次 いで60歳
代,40歳代 の 順 で あ る,本 邦 の 症 例6例 に つい て も同
様 の傾 向 で あ る(Table3).
患 側 は,右 側 が13例,両 側14例,左 側9例,不 明5
例 で あ る.し か しな が ら両 側 の 症 例 は剖 検 にて 診 断 の
確 定 した ものが 多 く,生 存 中,手 術 に よ り診 断 の 確 定
した 症 例 で も反 対 側 の睾 丸 に も微 小 な 転 移 巣 の あ る可
能 性 は否 定 で きな い.も し これ らの 症 例 に剖 検 が な さ
れ た な らば両 側 転 移 の頻 度 は もっ と高 くな る と思 わ れ
る.本 邦 症 例 にお い て も両 側 で あ った2例 は 剖検 がお
こな わ れ た症 例 で あ った.
一 般 に 骨髄 腫 は,臨 床 的 に孤 立性 骨 髄 腫,多 発性 骨
髄 腫,び 漫 性 骨髄 腫,形 質 細胞 性 骨 髄 腫,髄 外性 骨 髄
腫 の5型 に 分 類 され る.こ の うち髄 外 病 巣へ の 転 移 の
頻 度 は,多 発 性 骨髄 腫 に 多 い と され て い る.Hayes
ら1)は文 献 的 に182例の 多 発 性 骨髄 腫を 集計 し髄 外病
巣 の頻 度 を 検 討 した と こ ろ,肝 臓,脾 臓,リ ンパ節,
腎 臓,肺 の順 に 多 か った と述 べ て お りこ の うち睾 丸 の
髄 外病 巣 転 移 は5例(2.7%)で あ った.
骨髄 腫 の睾 丸 転 移 の経 路 につ い て は,原 発 巣が 骨髄
で あ る こ と,睾 丸 組 織 内 に血 管 内腫 瘍 塞栓 が 認 め られ
た症 例 もあ り,血 行 性 と考 え るの が 一般 的 で あ る.診
断 は 他 の転 移 性 睾 丸 腫瘍 との鑑 別が 必 要 とな る.本 邦
報告 例,6例 に お い て 骨髄 腫の 診 断 に い た る までに,
少 な くと も2例 に おい てseminomaやmalignant
gonadalstromaltumorの診 断 を 受 け て い る.ま た









4猪 狩 ら(1981)58両 側

































































本症例 の要 旨は,第448回El本泌尿器科学会東京地方会 に
おいて報 皆 した.
type,pleomorphicseminoma,など と診 断 され てい
た,典 型的 な 骨 髄 腫 の組 織 所 見 と して は 好塩 基 性 の 細
胞 質 を有 し,核 は 円形 な い し類 円 形 で綱 状,車 軸 状 の
構 造 を示 す.ま た 自験 例 の ご と くPAP法 に よる抗 γ
グ ロ ブ リ ン染 色 に よ り γ グ ロブ リ ンが 陽 性 とな る こ
と も診 断 の 参 考 とな る.さ らに病 理 所 見 以 外 に は血 清
単 クP一 ン性 γ グ ロブ リ ンの 増加 も参 考 と して 診 断す
べ きで あ る.
治 療 は,確 定 診断 す る意 味 か ら も高 位 除 睾 術 を 行
い,つ い で骨 髄 腫 に 対 す る化 学 療 法 を 行 う こ とが 必 要
で あ る.使 用 され る 抗腫 瘍 剤 と し て は ,cyclophos-
phamide・melphalan,が有 効 で あ りそ の他predoni-
soloncやvincristineなど も用 い られ て い る.自 験
例 は 血 液 内科 に お い てme】phalan,vincristine,car.
boquone,predonisolone,の多剤 併 用 の 化 学療 法 が
施 行 され 症 状 の 寛 解 を え て い た.
予後 は 化 学 療 法 の 効 果に よる寛 解 期 闘 に よ り左右 さ
れ るが,一 般 に それ は きわ め て 不 良 で あ り,腫 瘍 死 以

































































22)川 喜 多 順 二,早 原 信 行,北 条 憲 二:多 発 性 骨 髄 腫
の 睾 丸 転 移 の 一 例.泌 尿 紀 要22:877-883,1976
23)欄 芳 郎,浅 井 順,吉 田 和 彦:続 発 性 睾 丸 腫 瘍
の 一一例.日 泌 尿 会 誌67:216,ユ976
24)吉 本 純,大 北 健 逸,浜 村 陽 右,大 橋 輝 久 ・多 発
性 骨 髄 腫 の 睾 丸 転 移 の 一 例.日 泌 尿 会 誌70:828-
832,1979
25)川 地 義 雄,若 林 芳 久,水 口 国 雄=腰 痛 を 初 発 症 状
と し た 皐 丸 腫 瘍 の 一 例.順 天 堂 医 学27:8-15,
1981
26)武 藤 真 二,副 島 秀 久,上 田 昭 一:睾 丸 に 転 移 を き
た し た 骨 髄 腫 の 一 例.西 日 泌 尿43:143-146,
981
27)LevinHSandMostofFKlSymptomatic
plasmacytomaofthetestis.Cancer25:ll93-
1203,1970
28)SteinbergD=Plasmacytomaofthetestis.
Cancer36:1470-1472,1975
29)SoumeralSandGleasonED:Asynchronous
plasmacytomaofthestomachandtestis.
Cancer45=396-400,1980
30)KaneshigeT,AsahiT,MatsumuraY,Oh-
moriH,OkamotoTandTonakaT・Pri-
marytesticularplasmacytoma:acasereport・
ActaMedOkayama34:315-322,1980
31)DolinsandDewarJp!Extramedullary
plasmacytoma.AmJPathol32:83,1956
32)TerzianN,BlumenfruchtMJ,YookcR,se-
ebodeJJlandsporcrJA:Plasmacytomaof
thetestis.JUrol137・745-746,1987
(1988年12月5日 受 付)
